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6. 研究成果発表等の見通し及び今後の研究計画の方向性（1/2 ページ程度を目安に記入すること） 
 

上記の研究内容は、受け入れ研究機関でもある「UMR MIA-Paris-Saclay」のセミナーにて1時間程度発

表した（https://www6.inrae.fr/mia-paris/Seminaires/Seminaire-MIA-Paris）。また時期は未定で

はあるが、今後は国内の育種学会の講演会などにおいても、上記内容の発表を予定している。 

一方で、上記内容は、特に目的としていた背景特異的な効果の検出において、先行研究と比較して大きな成

果を上げることができていない。この理由の一つとして、今回のシミュレーションで仮定したモデルが、先行研

究のモデルの仮定と極めて近いものであったことが挙げられる。しかし実際には、先行研究のようなモデルだけ

でなく、より複雑な事象についても考える必要があるケースがある。その一つが、ハプロタイプの存在である。

ハプロタイプとは複数のアリルの組み合わせであり、今後の研究では変異の効果が、その変異が属するハプロタ

イプにも依存するようなケースを想定する。さらに、このようなハプロタイプベースの変異が背景特異的

である場合を考えていくことで、先行研究のモデルと本研究で提案したHBxGBモデル（変異の存在をハ

プロタイプレベルで捉えることが可能）のどちらがこのような変異の検出に有効であるか評価してい

く予定である。また、今後の研究計画の方向性のもう一つとして、別の作物において提案モデルを適

用していくことを考えている。本研究の目的は、背景特異的な変異の検出を行えるより汎用的なモデ

ルを開発することであるが、他の作物種においても、トウモロコシのDentとFlintのように背景がはっ

きりと遺伝的に分かれているとは限らない。すなわち、集団構造がより連続的に変化するような作物

種も存在する。そのような作物の集団の例として、USDAによって公開されているダイズのデータが存

在する。そこで今後の研究計画では、このダイズデータを用いて同様のシミュレーション研究を行い、

提案モデルの有用性について評価していく予定である。したがって、提案モデルを大きく変えるとい

うよりも、提案モデルがより活きてくるような状況を想定し、シミュレーションの仮定を変えること

で、提案モデルが有用であるような対象を探っていく予定である。 

こうした方向性に基づき提案モデルの有用性が示された場合には、同内容を論文として執筆し、海外

の学術雑誌への投稿の準備を進めていく予定である。 

 
7. 本プログラムに採用されたことで得られたこと（1/2 ページ程度を目安に記入すること） 

 

報告者にとって、今回の留学がはじめての海外留学であった。受け入れ研究者に連絡を取り、渡航の準備を進め

るところから、実際に海外で生活をしながら、日本での指導教員の元を離れて研究を進めていくというのは、そ

の準備や手続きも含めて非常に貴重な経験となった。 

より具体的には、まず「統計学の専門家」が集まる研究機関に派遣された、ということが良い体験となった。も

ともと報告者も統計学・機械学習手法を農学に応用することを目的として研究を行っているが、あくまで農学側

からの観点で、より実用面でモデルの開発などを行うことが多かった。一方で、派遣先の研究機関においては、

生物学・農学のデータへの適用が多いものの、より統計学的な観点から手法開発を行っていた。例えば本研究で

のモデル開発においても、単なる既存手法への当てはめに留まらず、その統計学的な妥当性などについて受け入

れ研究者と頻繁に議論を行いながら、モデル開発を進めることができた。また、毎週開催されていたセミナーで

は、様々な最先端の統計学手法についての紹介が行われていた。多くがフランス語での発表であったため、そこ

まで内容を理解することはできなかったが、そのエッセンスを知ることができたように思う。また一番大きな収

穫としては、彼ら「統計学の専門家」がどのような思考回路で物事を理解し捉えているのか、ということが理解

でき、それを反映する形で自分の研究内容をセミナーにて紹介することができた。この経験は、今後こういった

国内外の「統計学の専門家」と共同研究などを進めていく上で、大きな価値を持つと考えられる。 

もう一点は、派遣先である「フランス」という国、およびそこに住む人々について少しだが知ることができた、

ということである。これは一見ネガティブな側面に聞こえるかもしれないが、先述の通り、セミナーのほとんど

はフランス語で行われており、カフェ休憩の時間なども、皆がフランス語で話していた。これはある意味私たち

が日本で留学生が見ている光景とほとんど同じものであり、普段我々の研究室の留学生が味わっているような体

験をすることができた。そこで、自分が日本に戻った際には、より積極的に留学生と交流し、躊躇わず英語で交

流していこうと思う。また具体的に説明をするのは難しいが、フランス人が大切にしているもの、文化や伝統、

あるいは思考などが少し理解できたように思う。もちろん勘違いかもしれないし、全てのフランス人に当てはま

るとは限らないが、今後フランス人の留学生などと会話する際には、その辺りを尊重しながら交流していきたい。 

このように、本プログラムに採用されることで、日本の研究室にいるだけではなかなかできない貴重な体験がで

きたように思う。 


